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■標準横断図 
 
 
 
 
 
 

■事業の経緯 
 １９８９ 年 ３月 都市計画決定（高尾山IC～八王子JCT） 

 １９９４ 年 ６月 都市計画決定（茅ヶ崎JCT～相模原愛川IC） 

 １９９７ 年 ２月 都市計画決定（都県境～高尾山IC） 

 １９９７ 年 ６月 都市計画決定（相模原愛川IC～都県境） 

 ２０１０ 年 ２月 開通（海老名JCT～海老名IC） 

 ２０１２ 年 ３月 開通(高尾山IC～八王子JCT） 

 ２０１３ 年 ３月 開通（海老名IC～相模原愛川IC） 

 ２０１３ 年 ４月 開通（茅ヶ崎JCT～寒川北IC） 

 ２０１４ 年 ６月 開通（相模原愛川IC～高尾山IC）東名～中央道直結 

 ２０１５ 年 ３月 開通（寒川北IC～海老名JCT）新湘南バイパス～東名直結 

１．路線概要（首都圏中央連絡自動車道 茅ヶ崎JCT～八王子JCT）   

■路線名：首都圏中央連絡自動車道（圏央道） 
■区  間：神奈川県茅ヶ崎市西久保～東京都八王子市裏高尾町 
■延  長：約３８．２ｋｍ 
■規  格：茅ヶ崎JCT～海老名JCT：第１種第３級 設計速度８０ｋｍ/ｈ 
       海老名JCT～高尾山IC：第１種第２級 設計速度１００ｋｍ/ｈ 
       高尾山IC～八王子JCT：第１種第３級 設計速度８０ｋｍ/ｈ 
■車線数：４車線 
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茅ヶ崎JCT～八王子JCT 
約38.2km 

高尾山IC 

八王子JCT 

相模原IC 

相模原愛川IC 

圏央厚木IC 

海老名IC 

海老名南JCT 
海老名JCT 

寒川北IC 

寒川南IC 

茅ヶ崎JCT 

相模原IC～海老名IC 
茅ヶ崎JCT～海老名IC 
相模原IC～八王子JCT※一部（）の記載 

トンネル部 橋梁部 トンネル部 橋梁部 

作業中 
・見直し 
 

（2.5） （4.5） 

※橋梁部、トンネル部のみを示す 

東京都 

神奈川県 
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■東名-中央道の接続（2010年）、東名-新湘南バイパスの接続（2015年）によるネットワーク効果、料金改定（2016年4月）により、 
海老名JCT～海老名IC区間の交通量は開通時の約６倍、寒川南IC～寒川北ICは約12倍に増加しており、多くのお客様にご利用いた
だいています。 

○茅ヶ崎JCT～八王子JCTの開通状況 

 

２０１２年３月 
高尾山IC 

相模原IC 

相模原愛川IC 

圏央厚木IC 

海老名IC 

海老名南JCT 

海老名JCT 

寒川北IC 

寒川南IC 

八王子JCT 

２０１４年６月 

２０１０年２月 

２０１３年３月 

２０１５年３月 

２０１３年４月 

高井戸IC 

東京IC 

横浜町田IC 

八王子IC 

茅ヶ崎JCT 

横浜青葉IC 

○日平均断面交通量(海老名JCT～海老名IC、寒川南IC～寒川北IC) 

出典：NEXCO交通量データ 

海老名JCT～海老名IC 寒川南IC～寒川北IC 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2013 2014 2015 2016 2017 

東名・中央道 
の接続 

年 

東名・新湘南 
バイパスの接続 

首都圏の 
高速道路料金変更 

首都圏の 
高速道路料金変更 
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２．利用交通状況(茅ヶ崎JCT～八王子JCT) 
  ①圏央道開通後における利用状況 

東京都 

神奈川県 

E20 

K7 

E1 

C4 

E1A 

E1 

E85 
E84 



2014年 
渋滞ワーストランキング1位 
(渋滞損失時間：134分) 

↓ 
2017年 

渋滞ワーストランキング2位 
(渋滞損失時間：123分) 

中央自動車道 

渋滞ワーストランキング 
2014年1位 

２．利用交通状況(茅ヶ崎JCT～八王子JCT) 
  ②東名・中央道の接続前後における交通動向 
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■圏央道の整備（中央道・東名の接続）により、道路のネットワーク化が進展し、深刻な渋滞問題を抱えている東名(海老名JCT～東
京IC)の交通量は減少傾向となり、全国１位の渋滞区間(大和トンネル)の渋滞解消に貢献しています。 

出典：NEXCO交通量データ 
    神奈川県東名軸渋滞ボトルネック検討ＷＧ第2回資料 
    年間渋滞ワーストランキング(2014、2017)国土交通省資料 

作業中 
・交通の質等に関する検討 
 

大和トンネル区間の 
交通量が減少 

○中央道・東名の接続前後における交通量動向 
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中央道(八王子JCT～高井戸IC) 
東名・中央道の接続 凡例 

   2014年以降の交通量が増加傾向 
   2014年以降の交通量が減少傾向 
 

 バイパス機能 分散導入機能 
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圏央道の整備により、交通状
況に応じた路線選択が可能と
なり、全国１位の渋滞区間“大
和トンネル”の渋滞緩和に寄与 

交通量1～3％の減少に対して、渋滞損失時間は8％減少 
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○通過交通の都心部への流入抑制 

23,700  

25,700  

82,200  
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■圏央道の開通により「東名-中央道」が接続し、環状道路機能の１つであるバイパス機能を発揮しています。具体的には、東名か

ら関越道を乗り継ぐ通過交通は、都心部への流入が約９割から約１割に減少しています。 

■また、環八通りや東名の交通量が減少しており、通過交通が分散され、分散導入機能の効果が見られます。 

３．環状機能による効果 
  ①通過交通の都市部への流入抑制 

H22およびH27センサス 
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環八通り 上高井戸1丁目交差点 交通量 
 

東名 東京IC～東名川崎IC 交通量 

103,500台 

115,400台 

64,700台 

70,900台 

大型車 
小型車 

大型車 
小型車 

（台/日） 

（台/日） 

2010年 

2015年 

○交通流動の変化 

 

開通前：2013.11の平日のETCﾞﾃﾞｰﾀ 
開通後：2018.  4の平日のETCﾞﾃﾞｰﾀより算出 

東名 
中央道 

接続前 

都心経由 
約9割 

首都高経由 
12％ 

圏央道・一般道 

経由 
12％ 

環状八号経由 
76％ 

都心経由 
約１割 

圏央道経由 
88％ 

首都高経由1％ 

環状八号 
経由 
11％ 

N=2,300 
(台/日) 

N=5,908 
(台/日) 

東名 
中央道 

接続後 

環
八
通
り 

（新東名高速道路） 

新湘南バイパス 

高尾山IC 

相模原IC 

相模原愛川IC 

圏央厚木IC 

海老名南JCT 

八王子JCT 

茅ヶ崎JCT 

海老名IC 

海老名JCT 

寒川北IC 

寒川南IC 東名高速 
名古屋方面 

東京IC 

東名川崎IC 

横浜青葉IC 

横浜町田IC 

C4 

E1 

E1A 

E20 

E17 

16,003  

11,751  

70,978  

68,111  

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

2010年 

2015年 

（台/日） 

首都高速3号渋谷線 霞ヶ関渋谷線～港区・渋谷区境 
大型車 

小型車 

15,601  

10,037  

86,368  

76,521  

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

2010年 

2015年 

（台/日） 

大型車 

小型車 
高速都心環状線 霞ヶ関渋谷線～高速都心環状線 

 

東名高速道路：NEXCO交通量データ 
環八通り：H22およびH27センサス 

79,862台 

86,981台 



鶴ヶ島
JCT 

■広域ネットワークの形成と近年の観光需要が相まって「川越～藤沢間」などの新たな高速バス路線を開設。 

  高速バスの一部が圏央道ルートへ変更されたことで、走行時間・距離が短縮し、利便性が向上。 

４．円滑なモビリティの確保 
  ①高速バス路線の新設・ルート変更 
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都心経由から 

圏央道経由に 

 ○高速バスの新設  ○高速バスのルート変更 

飯田・駒ヶ根 

■バス会社の声 

 圏央道の整備前は、都心経由のルートで運行
してきたが、圏央道開通により中央道と東名を
連絡できたことにより、時間・距離共に短縮す
る現行（圏央道）ルートに変更した。 
 これにより、早く目的地まで到着することが
できるため、利用者の観光・活動時間が新たに
生まれことに加え、ドライバー負担の軽減にも
寄与している。 

・伊那 

飯田・駒ヶ根・伊那（長野県） 

横浜（神奈川県） 

出典：NEXCO中日本ヒアリング調査結果  

横浜 

観光地を連絡 

転換により 

時間・距離が短縮 

2019年3月に開設 
高速バス（圏央道経由） 川越 

本厚木 

藤沢 
茅ヶ崎 

東名・中央道 
接続2014年6月 

東名・新湘南BP 
接続2015年3月 

高速道路の整備による連結性が高いこ
と、観光周遊の手段の充実により、イ
ンバウンドを含む新たな観光需要の掘
り起こしを目標に新路線として開設さ
れた。 

中央道 

八王子
JCT 

茅ヶ崎
JCT 

海老名
JCT 

八王子
JCT 

海老名
JCT 

【従来】 
都心経由ルート 

【現行】 
圏央道経由ルート 

駒ヶ根（中央アルプス） 

飯田（天竜舟下り） 

横浜（レンガ倉庫、中華街） 

③写真の差替（使用許諾化） 

E20 

E1 

画像提供：東武バスウエスト㈱、神奈川中央交通㈱ 



128

74
63

0

20

40

60

80

100

120

140

国道16号

経由ルート

圏央道

経由ルート①

圏央道

経由ルート②

５．物流効率化の支援 
  ①横浜港へのアクセス性向上 
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東京港, 

425.9 

横浜港, 

254.6 

川崎港, 10.1 
名古屋港, 

358.1 

神戸港, 
225.0 

大阪港, 
208.4 

その他, 

464.6 

東京港 横浜港 川崎港 名古屋港 神戸港 大阪港 その他

■八王子JCTから横浜港へ輸送する時間が約５４分短縮（４割削減）。 

 今後は事業中の横浜湘南道路、高速横浜環状南線と圏央道が一体となることで、さらなる所要時間の短縮が期待されています。 

海上輸送, 5.0%

自動車輸送, 
94.1%

鉄道輸送, 0.1%

その他 , 0.8%

海上輸送 自動車輸送 鉄道輸送 その他

【全国港湾別貨物取扱量（H30）】 

【京浜港貨物の国内運送手段】 

出典：平成30年度全国輸出入 
    コンテナ貨物流動調査 

9割以上が

自動車輸送 

単位：万t 

出典：H27センサス混雑時平均旅行速度を用いて所要時間を算出 
    ※事業中路線は、設計速度より算出 

京浜港のｼｪｱ 
全国の35％ 

○首都圏における物流の現状 
 

○八王子JCTから横浜港への輸送ルートと混雑状況と所要時間 
 

横浜港 

国道16号における 
主要渋滞箇所を回避、
時間短縮が可能に 

横浜湘南道路 高速横浜環状南線 

(事業中) 

八王子JCT 

国道16号経由ルート 
所要時間：128分 

■八王子JCTから横浜港までの所要時間 

圏央道経由ルート① 
所要時間：73分 

圏央道経由ルート② 
所要時間：63分 

(事業中) 

鵜野森交差点付近の渋滞状況 

撮影日：2014.6.3(平日) 

海老名
JCT 

茅ヶ崎JCT 
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■工場立地状況について、当該区域や埼玉県域などの沿線付近で物流施設や工場の立地が多く民間投資が促進されています。 

■圏央道(茅ヶ崎JCT～八王子JCT)沿線は、工場立地件数5倍に対して、従業員数の増加率は高く、地元雇用を支えています。 
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6．個性ある地域の形成 
  ①圏央道沿線への工場の立地 

○沿線市町村 における工場立地件数、敷地面積および予定従業者数 ○圏央道沿線の工場立地状況 

  

■圏央道沿線における土地開発事業者の声 

 企業からは海老名ICや海老名JCTへの立地に関する問い合わせが
多く、また様々な業種から問い合わせがくる。 
 圏央道が開通され、静岡方面まで営業エリアが広がり、商圏エリ
アが広がった。 

出典：NEXCO中日本ヒアリング調査結果  
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出典：工場立地動向調査（工場又は研究所を1,000m2以上の用地を取得して新設・増設した事業者を集計） 

料金体系変更(首都圏) 

2014 2015 2016 

東名・中央道 接続 

関越道・東北道 接続 東名・新湘南BP 接続、 

※沿線自治体：藤沢市、茅ケ崎市、鎌倉市、寒川町、厚木市、海老名市、大和市、座間市、綾瀬市、愛川町、清川村、相模原市 

※ 

2015年 
東名・新湘南 
ﾊﾞｲﾊﾟｽの接続 

八王子JCT 
高尾山IC 

相模原IC 

圏央厚木IC 

相模原愛川IC 

海老名IC 

海老名JCT 

寒川北IC 

寒川南IC 

茅ヶ崎JCT 

海老名南JCT 

凡例（立地年数） 

圏央道整備中 2010～2013年 

圏央道整備後 

（東名高速・中央道・新湘南BP接続） 

2014～2015年 

現況（東名高速・中央道接続後）  

2016年以降 

2014年 
東名・ 

中央道の接続 

新湘南ﾊﾞｲﾊﾟｽ 

東名・中央道・新湘南バイパスの 
３路線が接続し、多くの企業が 

圏央道沿線に立地 
E20 

E1 

C4 

E1A 

④沿線自治体の記載修正 
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6．個性ある地域の形成 
  ②新たな観光需要の創出 

9 

30分未満 3%

30-60分

43%

60-120分
37%

120分以上

17%

 ■圏央道等を経由して湘南地区へアクセスすることで時間短縮に繋がり、観光地での滞在時間が増加しています。 

 ■圏央道のﾈｯﾄﾜｰｸ化により交流人口が増加し、湘南地区の観光消費額も増加するなど、地域発展に寄与しています。 

※集計対象地域（栃木・群馬・埼玉・山梨・長野）から湘南地区周辺のIC・JCTへの日平均利用台数 

凡例 

集計対象地域 

 ・栃木県 ・群馬県 

 ・埼玉県 ・山梨県 

 ・長野県  

湘南地区周辺のIC・JＣＴ 

・海老名IC 

・厚木IC 

・寒川北IC 

・寒川南IC 

・茅ヶ崎JCT 

■観光客の声 

圏央道が整備されたことで、混雑する国道 
16号を回避できるようになり、湘南地区へ 
出かける機会が増えました。 

北関東へ行くとき、昔は主に電車を 
利用したが、圏央道の整備により、 
どこでもいける自動車に変更し、 
活動範囲が広がった。  

出典：NEXCO中日本 観光施設アンケート調査結果  

○圏央道の整備により観光交流が広域化 

○観光事業者・観光客の声 

●観光地にスムーズに移動できるようになった

NO 回答 票数 構成比

1 とてもそう思う 48 77%

2 ややそう思う 8 13%

3 どちらでもない 3 5%

4 あまり思わない 0 0%

5 全く思わない 1 2%

6 初めて利用するため、わからない 2 3%

計 62 -

○湘南地区来訪者へのアンケート結果 

※観光施設等アンケート（8/4）の結果（湘南地区への来訪者を抽出） 

東名・中央道の接続 東名・新湘南BPの接続 

9割 

アクセス向上を感じた方のうち 
観光地で滞在時間の増加量 

■観光関係者の声 

○湘南地域へ来訪する交流人口と観光消費額 

群馬県 

栃木県 

長野県 

山梨県 

埼玉県 

圏央道 
八王子ＪＣＴ 
～茅ヶ崎ＪＣＴ区間 

凡例 

集計対象地域 

 ・栃木県 ・群馬県 

 ・埼玉県 ・山梨県 

 ・長野県  

湘南地区周辺のIC・JＣＴ 

・海老名IC 

・厚木IC 

・寒川北IC 

・寒川南IC 

・茅ヶ崎JCT 

60分以上が 
5割を構成 

ｱｸｾｽ向上 

が実感 

圏央道の整備により、北関東に位置する 
群馬と湘南が身近になり、新潟の 
海水浴場へ行っていた人が、 
湘南へ訪れる人が増えたと感じている。 

 東京都在住  
 40代女性 

   神奈川県在住  
   20代女性 

 湘南地区の 
 観光関係者 

圏央道 
茅ヶ崎JCT～八王子JCT 

群馬県 

栃木県 

長野県 

山梨県 

埼玉県 

長野県 

※ 

圏央道は走行しやすく、箱根まで早く 
移動できるのでよく利用するようになった。 

 群馬県在住  
 60代男性  

⑤観光関係者に名称改め 
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 ■圏央道の整備により、第三次救急医療機関へのアクセスが向上し、北里大学病院からの３０分圏域人口が約11万人、30分圏域

面積が約551万km2増加し、地域医療を支える道路としてご利用いただいています。 

７．安全、安心、快適な暮らしの確保 
  ①第三次救急医療施設へのアクセス向上 

10 

北里大学病院 

【北里大学病院の30分圏域の変化】 

※１：二次救急体制では対応できない重症および複数の診療科領域にわたるすべての重篤な救急 患者（頭部損傷、心筋梗塞、脳卒中など）を２４時間体制で受け入
れる体制と高度な診療機能をもつ医療機関 

中央自動車道 

○緊急搬送の経過時間と死亡率の関係 

凡例 

開通前30分カバー圏 

開通後30分カバー圏 

北里大学病院 

出典：H２７センサス混雑時旅行速度 

【拡大人口】 【拡大面積】 

5750 

高尾山IC 

寒川北IC 

寒川南IC 

相模原IC 

相模原愛川IC 

海老名IC 

圏央厚木IC 

○第三次救急医療機関※1へのアクセス性向上 ○北里大学病院の30分圏域の拡大人口と面積 

海老名JCT 

海老名南JCT 

八王子JCT 

茅ヶ崎JCT 

海老名市 ■海老名市消防本部の声 

 北里大学病院への搬送時間が 
開通前は約40分かかっていたが、 
開通後には半分の時間で搬送が 
可能になった。 
 搬送時間の短縮及び安静搬送が 
可能となったことから、傷病者への
負担を軽減できている。 

出典：NEXCO中日本ヒアリング調査結果  

カーラーの救命曲線 
～緊急搬送の経過時間と死亡率の関係～ 

出典：カーラーの救命曲線 

心肺停止 呼吸停止 大量出血 

大量出血後 
30分で 
約50%が死亡 

北里大学病院への 
搬送時間が短縮、 
搬送エリアが拡大 

C4 

E1 

E1A 

E20 



７．安全、安心、快適な暮らしの確保 
  ②渋滞対策への柔軟な対応 

圏央道 八王子JCT・海老名JCTにおいて開通以降渋滞が発生していたが、下記の渋滞対策を実施しました。 

■八王子JCT（内・外回り）は、圏央道本線を2車線運用に変更することで、JCTを起点とする渋滞を解消しました。 

■海老名JCT（内回り）は、ランプを2車線運用に変更することで、渋滞回数を４割削減することができました。 

11 

【八王子JCT】本線運用変更（2車線化）前後での渋滞発生状況 【海老名JCT】ランプ2車線・本線1車線運用変更前後での渋滞発生状況  

■対策による効果(内回り) 

■交通運用変更 

変更前 変更後 

62 

26 

31 

運用開始前 運用開始後 
中央道から延伸する渋滞 
八王子J付近を先頭とする渋滞 

単独渋滞解消 

外回り渋滞回数（回/年） 

95 

27 

17 

運用開始前 運用開始後 
中央道から延伸する渋滞 
八王子J付近を先頭とする渋滞 

単独渋滞解消 

内回り渋滞回数（回/年） ■対策による効果(内・外回り) 
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渋滞回数(回/日) 

渋滞時間(分/日) 内回り渋滞回数（回/日）、渋滞時間(分/日) 

ランプ部2車線化 

ランプ2車線 
本線1車線運用 

東京方面 名古屋方面 東京方面 名古屋方面 

至八王子 至八王子 

至 青梅 

至 厚木 

圏央道全体の渋滞が分かる資料を別
添でお願いします。 

運用変更前 

八王子JCT付近を
先頭とする 
渋滞が解消 

■交通運用変更（外回り） 

運用変更後 

本線2車線運用 

⑥八王子Jの内回り渋滞回数 
 の赤枠部分修正 



８．災害への備え 
    ①大規模災害発生時の救援活動の機能強化 

12 

圏央道開通により、津波による大きな被害が想定される湘南地域と内陸の自治体との災害時相互応援の体制が構築され、大
規模災害時に、圏央道は全国からの支援物資輸送の大動脈として支援しています。 

○最大クラスの津波による浸水予測 

出典：神奈川県「地震被害想定調査 
   （H27.3）」より 

■海老名市消防本部の声 

災害時、圏央道は緊急輸送道路として機能するた 
め、県内・県外への応援要請に対して、迅速な対 
応が可能となる。また、当市が応援を要請した場 
合は、早期に受援を可能にしてくれる。 

出典：神奈川県「津波浸水想定検討部会」より 

藤沢市

12.7%
茅ケ崎市

8.1%

平塚市

2.5%

海老名市

0.4%

寒川町

0.2%

その他県内

76.1%

神奈川県

想定死者数

約14.2万人

５市町で

約3.4万人(24%)

○被害想定（想定死者数） 

出典：NEXCO中日本ヒアリング調査結果  

 ○湘南地域と災害時相互応援協定締結した市町村(神奈川県外) 

凡例 

湘南地域 

災害時相互応援協定締結市町村 

圏央道開通時に締結（藤沢市） 

圏央道開通時に締結（海老名市） 

2014.5 

2014.11 
2017.1 

栃木県 

山梨県 

茨城県 

神奈川県 

静岡県 

東京都 

埼玉県 

圏央道 
八王子ＪＣＴ 
～茅ヶ崎ＪＣＴ区間 

2017.1 

長野県 

2018.8 2015.10 
2019.6 

【圏央道開通後に締結した市町村】 
 
○秋田県雄勝郡羽後町  ⇔神奈川県藤沢市 
 
○北海道羽幌町       
○山形県西置賜郡白鷹町  
○愛知県東海市            ⇔神奈川県海老名市 
○愛知県豊田市       
○長野県須坂市       
○群馬県太田市      

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjGnZKw-djKAhUlUaYKHf7ICGsQjRwIBw&url=http://journal.rikunabi.com/trend/column/trend_vol99.html&psig=AFQjCNEtv6wq6jwe1e0vlJNw6T5hrxCy_w&ust=1454497963680717


９．費用対効果分析方法・分析結果 
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首都圏中央連絡自動車道(茅ヶ崎JCT～八王子JCT)の整備有・無それぞれについて、一定期間の便益額、費用額を算定し、道路整備に
伴う費用の増分と便益の増分を比較し費用対効果を算出します。 
便益及び費用については、費用便益分析マニュアルに従い下記項目を対象にしています。 
B/Cの算出に当たっては、基準年次における現在価値化を行い算定しています。 
■便益（Ｂ：Benefit） 
  ①走行時間短縮便益 ②走行経費減少便益 ③交通事故減少便益 
■費用（Ｃ:Cost） 
  ①建設費 ②維持管理費 

算出条件 今  回 

算出マニュアル 費用便益分析マニュアル（平成３０年２月 国土交通省） 

基本的事項 検討年数 50年 

社会的割引率 4% 

基準年度 2019年 

交通流の推計時点 2030年 

推計の基準となる交通基礎データ 2010年度道路交通センサス 

費用・便益 
の算定 

便益 推計時点の便益を基準とし、ブロック別・車種別走行台キロの伸び率により算定 

費用 当該区間の実績をベースに算定 



９．費用対効果分析方法・分析結果 
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■全体事業 

注1）費用及び便益額は整数止めとする。 
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。 

基準年：２０１９年度 

便益（Ｂ） 

走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 

総便益 
費用便益比 

経済的内部
収益率 

（Ｂ／Ｃ） （EIRR） 

27,848億円  1,943億円  317億円  30,108億円  

2.1 6.4% 

費用（Ｃ） 
事業費 維持管理費 総費用 

13,385億円  856億円  14,241億円  



１０．評価結果及び対応方針（案） 
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（１）評価結果 
 ①首都圏中央連絡自動車道（茅ヶ崎JCTから八王子JCT)の全線開通により 
   ・圏央道本線の交通量が順調に伸びていることを確認 
   ・バイパス機能が発揮され、通過交通の都市部への流入が抑制され、都市部の渋滞緩和に寄与していることを確認 
   ・新たな高速バス路線が開設するなど高速バスによる利便性が向上したことを確認 
   ・横浜港への所要時間が大幅に減少し、アクセス性が向上したことを確認 
   ・圏央道沿線の工場立地件数や従業員数が大幅に増加し、雇用創出に寄与していることを確認 
   ・ネットワーク効果により、交流人口が増加し、湘南地域の観光消費額が増加するなど地域発展を支えていることを確認 
   ・第三次救急医療施設の30分圏域の人口や面積が拡大し、アクセス性が向上したことを確認 
   ・湘南地域と内陸の自治体との災害時相互応援の体制が構築されるなど、大規模災害時に、圏央道が支援物資輸送の大動脈とな

ることを確認 

 

 ②首都圏中央連絡自動車道（茅ヶ崎JCTから八王子JCT)の費用便益比は2.1と試算され、1.0以上を確保 
 
 
 
 

（２）対応方針（案） 
  ・費用対効果分析の結果や現時点における利用状況、事業効果発現状況から、整備効果が得られており、本事業としては今後事後

評価の必要性はないものと考えられる。 

 

⑦コメント順のソート 


